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研究成果の概要（和文）：よりよい家族関係を構築するための支援プログラムを里親家庭と離婚家庭を対象にそ
れぞれ実施し、その効果を検討した。また、支援の質の向上や支援者支援の観点から、支援者に向けた実践も行
い、心理教育プログラムの意義を論文等で発信した。親・養育者向けの実践は、コロナ禍の影響で中断を余儀な
くされたため、エビデンスの明確化に関する一部の発表は今後の課題となっている一方、オンラインによる実践
と普及により、支援の広がりという成果も得られた。また、離婚を経験する親子への支援で得られた知見と、親
子の声を軸とした書籍を刊行し、家族関係の移行期における支援の意義とその課題について社会的諸問題との関
係も踏まえて論じた。

研究成果の概要（英文）：Support programs for building better family relationships were implemented 
for foster families and divorced families, and their effectiveness was examined. In addition, from 
the viewpoint of improving the quality of support and supporting supporters, practices for 
supporters were also conducted, and the significance of the psychoeducation program was disseminated
 through papers. While some of the practices for parents had to be suspended due to the Corona 
disaster, and some presentations on clarification of evidence are still to be made in the future, 
the online practice and dissemination of the program also produced results in terms of the spread of
 support. In addition, a book on divorced families was published based on the findings of practice 
and the voices of the parents and children involved, discussing the significance of support during 
the transition of family relationships and its challenges, taking into account its relationship with
 social issues.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ポピュレーションアプローチに基づく予防的な家族支援プログラムの導入、社会文化的な状況に即し
た実践、およびその効果の検討を試みたものである。生理的指標による効果検討は今後の課題として残ったが、
一方でオンラインによる支援の開発という新たな展開を得、より多くの親・養育者や支援者にプログラムを届け
ることが可能となり、支援者支援の観点からも、今後継続的な取り組みを行うための基盤を構築した。また、離
婚をとりまく制度や規程に関して継続的な議論がなされる中、当事者の声を軸とした書籍を刊行したことで、単
に家族や家庭の問題とせずに、周囲の理解や社会の問題としてとらえる視点の重要性を改めて問いかけている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
家族のありようが益々多様化する現代社会において、離婚による夫婦関係の解消や、実親と暮らせ
ない子どもが里親と暮らし、里親家族としての関係を築くなど、関係性の危機に遭遇しながらも家族関
係の再構築を求められることは珍しくない。年間 20 万人前後の子どもたちが親の離婚を経験し、この十
数年で里親・ファミリーホームへの委託数は 1.5 倍以上に上昇している状況の中で、子どもの育ちを保
証し、安心・安全な親子・家族の関係を支援するシステム作りは喫緊の課題である。特に親の養育を支
えるプログラムの実施など、予防的観点を視野にいれたポピュレーションアプローチの観点からの取り
組みは、こうした状況にある親子はもちろんのこと、すべての親・養育者にとっても意味がある。 
 こうした状況を背景に、研究代表者は、海外で開発された支援プログラムを日本に複数導入し、さま
ざまな状況にある親子・家族に向けて実践と普及、研究を行ってきた（福丸, 2020）。なかでも、里親里
子の関係構築をささえる支援プログラムや、離婚前後の親子に向けた心理教育プログラムの実践など、
家族関係の移行期を支える予防的な取り組みに力を入れてきた。 
 
２．研究の目的 
こうした背景を踏まえ、危機に遭遇しながらも家族関係の再構築が求められることの多い、里親家庭と
離婚を経験する家庭を対象に、家族関係再構築に向けた支援プログラムの実施と効果測定を通してエ
ビデンスを明確化することが、本研究の第一の目的であった。具体的には、まず里親家庭を対象とした
研修時に CARE（Ｃｈｉｌｄ－Ａｄｕｌｔ Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ 以後 CARE）という米国で開発され
たトラウマインフォームドな視点をもつペアレンティングプログラムを３回にわけて実践し、前後調査と生
理的指標（唾液ホルモン）を収集しその分析を行うこと、また、同じく米国で開発された離婚家庭に向け
た心理教育 FIT（Families In Transition 以後 FAIT）を日本の状況に合わせて改編し、FAIT プログラム
（以後 FAIT）とし、2 回にわけて実施したうえで、親の意識を中心に実践の効果を検討することを目的と
している。 
また、それぞれのエビデンスから導かれる再構築のプロセスを明らかにし、両プログラムを包括する家
族関係再構築の理論モデルを確立することを第二の目的とした。これによって、子育て中の親子に資
することに加え、支援の質の向上および、支援者支援という側面も兼ね備えている。 
 
３．研究の方法 
(1)当初予定 
まず、1 年目は里親を対象とした CARE のパイロットスタディを行い、その結果をまとめて論文化し、さ
らに、その結果を踏まえて 2 年目後半から実施前後の効果測定を開始して、3 年目終了時にエビデン
スを明確化する方向で実施を計画した。また、FAIT については、プログラムの普及および支援者支援
の観点から、学会などのワークショップにおいて紹介を兼ねた実践を行い、並行して親に向けた実践と
前後の調査を行うこととした。 
 
(2) コロナ禍の中での研究計画の変更 
研究データの収集に時間がかかる中でコロナ禍の状況となり、本研究の後半は計画の変更を余儀な
くされた。まず里親向け CARE の実践は、複数回の対面実施や、唾液ホルモンの収集といった方法を
前提とし、その前後データを収集していたため一時中断を余儀なくされた。また、離婚家庭向けFAITの
実践も対面を前提とした実施と前後の調査計画であったため、一時中断せざるを得ない状況になった。 
一方、この時期は、非常事態宣言下ということで、ただでさえ家庭での子育ての負荷がかかることに
加え、奇しくも体罰禁止の法律の施行時期とも重なるということで、親を支える取り組みは急務の状況で
もあった（座談会：中板・福丸・高祖, 2020）。 
特に本研究の対象は、リスクを抱えやすい親子・家族であり、本研究のような実践を伴う取り組みは、
日々の子育てに資する面も少なくないため、再開の時期を待つよりも当初の予定を変更し、さまざまな
方法で実践への道筋を模索すること、具体的には、研究計画を変更してオンラインによるプログラムの
開発をめざすことを優先することにした。 
こうした状況を背景に、CARE、FAIT 双方のプログラムのオンライン化とそれに基づく実践方法の確
立を優先する計画とし、コロナ禍終息後には可能であれば研究を再開し、当初の計画に基づいた効果
研究も継続することとした。同時に、FAIT プログラムによる研究は、実践が思うようにできない中で、これ
までのグループ実践による知見の蓄積を踏まえて書籍を刊行することも計画に加えた。 
 
４．研究成果 

(1)実践の効果測定 

①里親への CARE プログラムの実践と効果測定 
CARE については、まず 1 年目にそれまで行ってきた実践時のパイロットスタディ（前後の質問紙調
査）の結果を紀要論文として発表した（福丸ほか, 2018）。これは、実施前と実施後１か月、３か月時点で、
PSI や親の養育スキルなどについて質問紙調査を行ったもので、参加後にプログラムの内容を意識した
群では、実施３カ月後時点のストレスや、里子をむずかしい子どもと感じる程度が減少しているということ



が示された。  
 この結果を受けて、２０１９年から生理的指標を含む前後比較を開始したが、研究の進捗が遅れたこと
に加え、コロナ禍の影響を受けたことにより、2023 年 3 月に対面実施を再開するまで、分析に充分なデ
ータを得ることが困難であった。そのため、得られた全データの分析による研究成果の発表はこれからと
いう段階である。現在までのところでは、ペアレンティングプログラムの実施により、子どものペースを尊
重した肯定的なコミュニケーションが多くなる傾向が示されており、今後、この点と唾液中のホルモン濃
度の結果を合わせて検討し、学会発表および、論文化を急ぐ予定である。 
またこの間、分担者を中心とした地域保健現場のCARE の実践研究で、2～6歳の子どもを持つ母親
を対象にRCT（ランダム化比較検査）による効果検討を行ったところ、1回3.5時間での実施によっても、
母親の幼児に対する不適切な育児やうつ状態の軽減、子どもとの否定的な関係性の認知を改善すると
いった効果が示された（木村ほか, 2022）。 
また関連して、これらの一連の実践および国内の普及状況、取り組みの意義や今後の課題について、
国際学会のシンポジウムで口頭発表を行った（Fukumaru & Kamo, 2021）。 
 
②離婚を経験した親への FAIT プログラムの実践と効果測定 
FAIT プログラムについては、方法で述べたように、研究の進捗が遅れる中、コロナの影響をうけて対
面実践時の前後比較を継続することができなくなった。そこで、以下に述べるようなオンライン実践を実
現化させ、親向け支援を継続すると同時に、論文と書籍化を通して成果発表を行うという計画の変更を
行った。 
(2)オンライン版プログラムの作成 
本研究で実施するプログラムは、いずれも米国で開発されたもの、オンライン化の過程はさまざまな
検討が必要であった。特にロールプレイをふんだんに含む CARE プログラムでは、対面時と大きく変わ
らないロールプレイの考案や、実施人数の検討など、開発チームである米国とも度々やりとりをしながら
2020 年度末にオンライン版の I-CARE（インターネット CARE）による実施がほぼ可能なところまでこぎつ
けることができた。特に、画面上でのロールプレイの工夫や、適正な参加者数、時間などは、やはり対面
時とは大きく異なり、さらに機器操作のスキルも必要となるため、ファシリテーターがスムーズに実施でき
るようになるためのコンサルテーションを数回にわたって実施し、共有化やスキル練習を行った。 
また、FAIT プログラムでもオンライン化を図り、参加経験のある人を対象とした試行実践を経て、親を
対象としたオンライン実施が可能であることを確認した。これを受けて、２０２０年度後半からはオンライン
による親向けの実践を開始した。これらのオンライン版開発経緯や実践の課題などについて、それぞれ
論文や学会発表を通じて成果発表を行った。（曽山ほか, 2021, 福丸, 2021）。 
 
(3)支援者支援の実践と研究 
 両プログラム共に、支援者向けにも使用してきた経緯を踏まえ、特に FAIT の実践については、学会
の際に実施した専門家向けワークショップで得たデータを分析し、支援者の置かれた現状の把握と、支
援者支援における心理教育プログラムの果たす役割についての論文を発表した（福丸ほか, 2022）。ま
た、これまでの離婚を経験した親と子どもに関する大規模調査から見えてくる現状と課題について、特
集記事としてまとめているが（横山ほか, 2022）、その際にも、本研究のこれまでの実践とそれに伴う知見
を踏まえて執筆している。 
 
(4)実践と研究の書籍化 
 当初の効果研究の計画変更をせざるを得なかったことを受け、エビデンスの明確化とは別に、離婚を
経験する親子に向けた FAIT プログラムの実践をベースに、書籍を刊行した（福丸, 2023）。これは米国
で開発されたプログラムの導入にあたって必要だった改編や試行的な実践など、これまでの流れを振り
返り、また取り組みを広く紹介すること、さらにそれらを当事者の声を通して見えてきた支援者の気づき
や、社会における課題という、より広い視点から論じていくことを軸としている。また、これまで行った調査、
たとえば前後における親の意識変化についてのパイロットスタディや、青年期の子どもに焦点をあてた
実践と考察などの結果も踏まえつつ、３部構成から成る。具体的には、Ⅰ離婚のプロセスを見つめて、
Ⅱ親子の声を聞く、Ⅲ社会の中における離婚となっている。  
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